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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当院の血液培養の推移を示します。▼AST活動前より当院では看護師さんによる上腕静脈採血による血液培養を推進してきましたが、▼AST活動後は緑棒で示した成人セット数月平均は45以上となる月が多く、平均件数は増加傾向にあります。▼また青線で示した成人複数セット率も増加傾向となっており、▼2019年以降は目標である90％をほぼ達成しており、先生方はじめスタッフの御協力とAST活動がこれらの指標向上に寄与したと思われます。▼ただし、赤線で示した成人血液培養陽性率は、20％前後で推移しており、▼目標となる10％を超えており、更なる分母の増加、すなわち血液培養検査数の増加を推進する必要があり、先生方の御協力が必要です。前述した血液培養の適応の際は是非とも複数セットの血液培養をお願いいたします。
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